
　卒業式を間近に控えたある日、

特別支援学級の担任をされている

Ｏ先生から声を掛けられた。

　「お母さんにも卒業証書をあげ

ない？」

　それは毎日子どもを支援室に送

り迎えしているＴさんのことだっ

た。Ｔさんの家庭では子どもが登

校することは当たり前ではない。

学校まで連れて来ても車から一歩

も降りない日もある。どうにか支

援室の前まで来ても「もう帰りた

い」と言う。

　それでも母親のＴさんは�るこ

とはせず子どもに向き合い、気持

ちを聞く。そんな親子の繰り返し

を数年間見守ってこられたＯ先生

の提案に、私も二つ返事で応えた。

卒業式を待つ間、子どもから手渡

された卒業証書を見て「私も卒業

なんですね、もう学校に行かなく

ていいと思うと寂しくなります」

と涙ぐまれた。

　支援室を担当されているＫ教諭

へ、と卒業する生徒たちから贈ら

れた色紙には、「いつも私たちの

ことを一番に考えてくれて有り難

うございました」とあった。まさ

しくそうである。

　Ｋ先生は生徒のことを心から心

配し、常に明るく励ましてきた。

休日であっても様子を気にかけて

連絡を入れる。その実、素顔はと

てもかわいらしく、「大昔、那覇

市民会館に郷ひろみを見に行った

のよ～」と遠くを眺め乙女ちっく

にうっとりしている。

　用務員のＳさんはさりげなく気

遣いがある方で、給湯室に寄った

時にたわいないおしゃべりをする

のが楽しかった。休憩中だろうか、

文庫本をよく開いている姿にも興

味を引かれた。退職されると聞い

て残念に思う。

　３月―。みなさまざまな思いを

胸に抱き卒業する。

意
見
を
交
わ
す
登
壇
者
ら
＝
９
日
、
与
那
原

町
の
沖
縄
女
子
短
期
大
学
（喜
瀨
守
昭
撮
影
）

　１９４７年の学習指導要領試案

では、「英語で考えることが、

英語を学ぶ最も自然な最も効

果的な方法である」と記され

ている。しかし戦後�年近く

たっても、英文法の訳読ばか

りが続いた。

　日本の英語教育は「Ｆｉｓｈ

　Ｂｏｗｌ（金魚鉢）」だ。金

魚鉢で生きる金魚のように、

生徒は教室（授業）の中でし

か英語を使わない。本当に必

要なのは「Ｏｐｅｎ　Ｓｅａｓ（大

海）」で使える英語だ。試験

や入試はクリアしても世界で

使える英語にはなっていな

い。音読や文法の説明に重き

が置かれた教育では英語でコ

ミュニケーションすることは

できない。

　ベネッセの「中高生の英語

指導に関する実態調査（２０１

５）」によると、音読や発音

練習、文法の説明や練習はよ

く行われている。逆に即興で

自分の気持ちを英語で話した

り、教科書以外の英語を聞い

たりすることはほとんどな

い。前者と後者をどうつない

で実践できるかがポイント

だ。

　例えば誕生日プレゼントを

もらった時、英語でなんと答

えるだろう。Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ

のみが正解ではない。Ｉ　ｌｏ

ｖｅ　ｉｔでもいいはずだ。文

脈と関係なく、言語形式が「正

しいか」どうかにこだわりす

ぎたこともある。本当はコミ

ュニケーションの個別場面に

「適切か」どうかを考えなけ

ればならない。大海に向かっ

た言語活動に変えなければな

らない。

　外国語の学習は、言葉の学

習であることを見失ってはな

らない。言葉の大切な役割は、

自分の考えや気持ちを相手に

伝えることだ。自分の授業を

振り返って検証する時、これ

らが達成できているかを確か

めてほしい。

　かつての英語の授業は英文

法の構造を説明して繰り返し

練習させ、しかし実際に使わ

せる時間は少なかった。こう

いった授業だと会話の文脈を

予想し推測しながら英語を聞

く、話す力は育てられない。

言語活動を通した学習に変え

る必要がある。言語活動とは

「実際に英語を用いて互いの

考えや気持ちを伝える」活動

を意味する。インプットとア

ウトプットを複線的に実践す

ることが求められる。

　こういった話をすると、「言

語活動を単元の始めから行う

ように言われても子どもは何

もできない」と返されること

がある。言語活動は「話すこ

と」に終始しているわけでは

ない。「聞くこと」も大切だ。

単元の始めはむしろ聞くこと

の言語活動を通して目標文を

インプットし、後半になるに

したがってアウトプットを多

くするといい。

　従来の、実際のコミュニケ

ーションの場面と切り離した

機械的な練習から脱却しよ

う。体育の授業では、教科書

を読む時間より実際に体を動

かして鍛える時間が圧倒的に

多いはずだ。外国語の学習に

おいてもこのことを忘れない

ようにしたい。

　福岡県は、児童生徒の不登

校の兆候を早期に発見しよう

と、県内の複数の公立小中学

校で健康観察アプリを２０２４年

度中に導入する。今月中旬ま

でに国へ事業計画を提出する

予定。増加傾向にある不登校

の児童生徒への対応策で、国

の委託事業の一環。

　県内各市町村で数校を選

び、アプリを実際に児童生徒

に使ってもらい、効果を検証

する。「ＧＩＧＡスクール構

想」で全ての小中学生に配っ

た端末に民間企業が開発した

アプリを市町村ごとに選びイ

ンストール。アプリには児童

生徒の今の気分を段階に分か

れた顔の表情のスタンプで選

択したり、困りごとをメッセ

ージで送ったりしてアンケー

トに答えるといった機能を持

つものがあるという。教員は

データを共有、抽出するなど

して心の状態を確認し不登校

の可能性があると判断された

児童生徒の支援につなげる。
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　大城浩　午前は３人の教諭

による授業実践の発表があっ

た。授業革新のヒントを得る

ことができた。

　山里莉央　単元のゴール設

定の方法は少しこだわってい

ます。子どもたちと単元、授

業のゴールを設定すること

で、自分事としてこの時間を

どう過ごすか、どんなことを

学びたいかを考えることにつ

ながる。主体的な学びにする

ため、子どもが何をできるよ

うになりたいかを意識して授

業づくりをしている。

　波平貢司　僕は授業中のア

クティビティーで、生徒のペ

アを何度も代える。何度も違

う人と会話させることで自分

の英語表現を調整することが

できる。２度目より３度目が

うまくなり、友達の表現を自

分に落とし込みながら自分の

思考を深めて学ぶことができ

る。会話における文法の正確

性だけでなく、表現の適切性

も高めていきたい。

　大城浩　参加者からは、波

平先生の「即興型パフォーマ

ンステスト」（いわゆる即興

のスピーキングテスト）が好

評だった。

　大城賢　ある長崎大学の先

生が、英語の授業でのやりと

りを「練習試合と考えて」と

話していた。練習試合をたく

さんすれば、本番に生かすこ

とができる。実際に使うこと

が力になり、培った力は受験

対策にもなる。入試も変わっ

てきている。

　吉田研作　確かに変わって

いる。実践的にものを読み込

んだりする内容に変化してい

る。大学個別の２次試験は千

差万別だが、少なくとも大学

入試センターの試験は知識・

技能だけを重視したものでは

ない。

　実践発表を聞いた印象によ

ると、３人はアウトプットに

重きを置いているようだ。イ

ンプットについては、何か気

をつけていることはあるか。

　山里　まずは（会話や教師

のスピーチなどを）聞かせて、

どんな話をしているか推測さ

せて、目当てにつなげること

を意識している。教科書に出

てこない表現でも、子どもの

中からこんなことを言ってみ

たいという希望があれば、私

がその表現を用いて話して聞

かせ、推測させる。自分に使

える表現を探させて意識させ

ている。

　神村好志乃　私も、まずは

全体をまとまりで聞かせて、

どんな様子か想像させる。聞

き取れなかった場合に「スト

ップ」と言う子どももいるが、

まずまとまりで聞かせてみ

る。耳が慣れてくると、だい

たい何を話しているか分かっ

てくる。（聞き取りに）難し

さを感じている部分につい

て、じゃあどんなところに気

をつけて聞けば理解できるの

か考えるようになる。

　大城浩　交流と体験が、吉

田さんのいう「Ｏｐｅｎ　Ｓｅ

ａｓ（大海）」に向かった英

語教育になる。教室内で学ん

だことを実際に使う場面を積

極的に取り組む必要がある。

文法訳読一辺倒だと、この先

通用しない。指導法の改善に

おそらく万能薬はないが、自

分なりに解釈して実践してみ

ることが大事だろう。
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　「第�回英語教育を考えるフォーラム　ｉｎ　Ｏｋｉｎａｗａ」（主催・沖縄の英語教

育を考える会、共催・琉球新報社）が９日、与那原町の沖縄女子短期大学で開催され

た。２０２０年から始まった学習指導要領や新たな大学入試などを踏まえて、英語の授業

はどのように変化しているのか、どういった改革が求められているのかを検証した。

午前は３人の小学校・高校教諭による実践発表があり、午後は大城賢琉球大学名誉教

授と吉田研作上智大学名誉教授が登壇して講演した。　 （文中敬称略）

　 （嘉数陽、写真・喜瀬守昭）
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